
私立大学図書館協会西地区部会京都地区協議会 

2016 年度秋季京都地区協議会（第 149 回）議事要録 

 

開 催 日 : 2016 年 10 月 17 日（月） 15：00～16：20 

 

開催場所 : 立命館大学衣笠キャンパス 創思館 1階 カンファレンスルーム 

 

出 席 校 : 32 校 48 名 

 

欠 席 校 : 金沢工業大学、金沢星稜大学、畿央大学、京都造形芸術大学、京都美術工芸大学、金城 

大学、種智院大学、高岡法科大学、天理医療大学、奈良大学、びわこ学院大学、北陸学 

院大学                      （すべて委任状提出 [12 校] ） 

司  会 : 協議会当番校 立命館大学学術情報部次長 近藤 茂生 

 

１．開会挨拶 

協議会当番校 立命館大学図書館 館長 二宮 周平 

 

２．議長選出 

会則（第 4条の 5）に基づき、次回 2017 年度春季京都地区協議会当番校の龍谷大学杉村繁一氏を議

長に選出。議長より、加盟校 44 校中出席校数 32 校、委任状提出 12 校を以て会則第 4 条の 3 を満た

し、本協議会が成立する旨の報告がなされ、議事に進んだ。 

 

３．議題 

（1）報告事項 

①2016年度私立大学図書館協会会務報告 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内美智氏 

私立大学図書館協会2016年度第1回東西合同役員会配付資料に基づいて報告があり、確認が行わ

れた。 

②2016年度西地区部会会務報告 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

私立大学図書館協会2016年度第1,2回西地区部会役員会配付資料に基づいて報告があり、確認が

行われた。 

③2016年度京都地区協議会会務報告 

2016年度京都地区協議会理事校業務報告 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料pp.1～4に基づいて報告があり、確認が行われた。 

④京都地区協議会相互協力委員会報告 

相互協力委員会委員長校 京都外国語大学図書館 藤井達也氏 

配付資料p.5に基づいて報告があり、確認が行われた。 

⑤京都地区協議会研究会検討委員会報告 

研究会検討委員会委員長校 京都学園大学学術情報センター（図書館） 堀武俊氏 

配付資料p.6に基づいて研究会検討委員会及び研究会の実施報告があり、確認が行われた。 

⑥京都地区協議会ホームページ運用報告 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.7に基づいて報告があり、確認が行われた。 



 

⑦大学図書館近畿イニシアティブ運営委員会報告 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

平成28年度大学図書館近畿イニシアティブ運営委員会（第1回）議事次第（冊子）に基づいて報

告があり、確認が行われた。 

⑧その他 

その他の報告事項はなかった。 

 

（2）協議事項 

①2017 年度京都地区協議会相互協力委員会委員校の選出について 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.8に基づいて提案説明があり、了承された。 

②2017年度京都地区協議会研究会検討委員会委員校の選出について 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.9に基づいて提案説明があり、了承された。 

③2017年度京都地区協議会ホームページ運用体制について 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.10に基づいて提案説明があり、了承された。 

④大学図書館近畿イニシアティブ参加体制について 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料pp.11～13（p.13については当日差替）に基づいて提案説明があった。 

理事校から、9月27日付け「提案書」の概要を説明後、配付資料p.13に基づいて、前回春季協議

会において、京都地区協議会加盟校による大学図書館近畿イニシアティブ（以下「近畿イニシア」）

への「参加選択制」の導入の方向性が認められたことを受け、その後加盟校に対して近畿イニシ

アへの参加の意向を確認し、本日の協議会において参加意思のあった12校が報告され、そのうえ

で①京都地区協議会は近畿イニシアに参加を表明した加盟校グループ（以下「参加校グループ」

という)の活動を承認する、②京都地区協議会は参加校グループが2017年6月以降の近畿イニシア

への参加・不参加を含めた協議を行うこと及び2017年度春季協議会においてその決定を承認する、

③必要に応じて近畿イニシアに関する事項を京都地区協議会においても協議することを承認す

る、以上3点について提案がなされた。 

3 大学からそれぞれ配付資料 p.13「6」の(1)から(3)の文言の表現内容について質問・意見が出

され、理事校から回答されたのち、提案について了承され、今後参加校グループによる協議を行

うこととした。 

 

（3）確認事項 

①2016年度京都地区協議会加盟大学図書館 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.14に基づいて確認が行われた。 

②2017年度京都地区協議会活動分担金について 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.15に基づいて確認が行われた。 

③京都地区協議会理事校等選出基準（2009年度～2018年度） 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.16に基づいて確認が行われた。 

④「理事校等選出基準規程」による部会長校等該当校（2009年度～2018年度） 



本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.17に基づいて確認が行われた。 

 

 

⑤京都地区協議会理事校等選出基準（2019年度～2028年度） 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.18に基づいて確認が行われた。 

⑥「理事校等選出基準規程」による部会長校等該当校（2019年度～2028年度） 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.19に基づいて確認が行われた。 

⑦京都地区協議会2014年度～2017年度役員校・当番校等一覧 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.20に基づいて確認が行われた。 

⑧京都地区協議会グループ編成表・研究会担当校一覧 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料p.21に基づいて確認が行われた。 

⑨私立大学図書館協会・西地区部会・京都地区協議会当番校等一覧 

本年度理事校 大谷大学図書館 山内氏 

配付資料pp.22～25に基づいて確認が行われた。 

なお、理事校から、配付資料p.23にかかわり、2016年度春季協議会で確認された内容に沿い、2015

年度末に成美大学が脱退したことにともない、2018年度春季京都地区協議会の当番校は、当初、

同年度秋季当番校であった聖泉大学が繰り上がって担当し、以下順次繰り上げとなる旨、補足説

明があった。 

 

（4）承合事項 

北陸大学図書館の徳野氏から研究費による電子書籍購入の取り扱いについて調査依頼が行われ

た。後日、理事校を通じ北陸大学からメーリングリストを用いて各大学に文書による趣旨説明お

よび依頼を行い、各大学からメールによって北陸大学に回答を直接返信することとした。 

 

（5）その他 

特になかった。 

  

４．閉会挨拶  協議会当番校 立命館大学学術情報部次長 近藤茂生 

 

以上 

 


